
市民税・県民税申告書の記入方法 

   

■ 必須記入事項 

１．申告の年度  

申告が必要な年度の数字を記入してください。  

申告はその前年の１月１日から１２月３１日までの収入等の状況を記入してください。  

（例：令和８年度分であれば令和７年１月１日から令和７年１２月３１日までの収入等の状況）  

２．現住所 

   申告時に住民票がある住所を記入してください。  

３．１月１日時点の住所  

  申告をする年度の１月１日時点で住民票がある住所を記入してください。  

例）令和８年度分であれば令和８年１月１日時点、住民票がある住所 

※ ２．の現住所と同じ場合は「同上」と記入してください。  

４．氏名  

  申告時の氏名、フリガナを記入してください。  

申告時と１月１日時点が違う場合には、１月１日時点の氏名も併記してください。  

５．生年月日  

  同姓同名の方がおられることもありますので、ご本人確認のためにも記入してください。  

6．電話番号  

  申告内容について確認させていただくことがあります。  

（日中ご連絡のつく電話番号を記入してください。）  

７．提出年月日 

提出される年月日を記入してください。  

８．個人番号 

  １２桁の個人番号を記入してください。（個人番号と本人を確認できる書類のコピーを添付要。）  

・ 個人番号カードがある人→個人番号カードのみ  

・ 個人番号カードがない人→個人番号の表示のある住民票の写しと本人を確認できる書類１点 

（運転免許証、障害者手帳、パスポート、健康保険証など）  

  ※ 申告する人本人および扶養親族の人とともに必要です。  

■ 任意記入事項 

１．世帯主の氏名 

２．続柄 

世帯主から見たあなたの関係を記入してください。  

例）世帯主が父なら、申告される方は「子」と記入します。 

３．業種または職業  

例）農業、営業、不動産業、パート、アルバイト、会社員、公務員、主婦、無職など 

 



■ 収入金額等欄  

各収入について次の金額を記入してください。 

事業・不動産収入（ア・イ・ウ） それぞれの年間収入金額 

利子・配当収入（エ・オ） それぞれの収入金額 

給与収入（カ） 源泉徴収票の支払金額の欄に記載されている金額 

雑収入 公的年金等（キ） 源泉徴収票の支払金額の欄に記載されている金額  

雑収入 業務（ク） 雑業務（シルバー人材センターや報酬、講演料など）の収入あ金額 

雑収入 その他（ケ） 個人年金・報酬金などの収入金額 

総合譲渡収入（コ・サ） 
土地建物以外のものを譲渡したとき 

（所有期間：短期５年以内 長期５年超） ※資産を売却した１月１日時点 

一時収入（シ） 
生命保険金や損害保険金の満期か解約・掛け替えなどあった際

に各証書の金額  

  

■ 所得金額欄 

各所得について次の金額を記入してください。 

事業・不動産所得（①・②・③） 収入金額欄に記入した金額から経費を差し引いた金額 

利子・配当所得（④・⑤） 
収入金額欄に記入した金額（多くの場合差し引く経費などがない

ため） 

給与所得（⑥） 源泉徴収票がある場合は、「給与所得控除後の金額」の欄の金額 

雑所得（⑦・⑧・⑨） 

公的年金等の収入金額から公的年          ⑴公的年金等の収入金額から公的年金等控除額を差し引いた金

額と、⑵業務の雑収入の収入金額欄に記入した金額から必要経

費を差し引いた金額と、⑶その他の雑収入の収入金額欄に記入

した金額から必要経費を差し引いた金額の合計額  

総合譲渡・一時所得（⑪） 
申告書２ページ目「10 総合譲渡・一時所得の所得金額に関する

事項」の「ニ 合計」欄の金額 

合計（⑫） ①から⑪までの合計額 
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